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大学生の友人関係に関する社会的スキルと登校回避感情の
関係に関する研究

鈴 木 真 波 浅 川 潔 司
(兵 庫 教 育 大 学)

南 雅 則 祁 秋 夢
(宝塚市立高司中学校) (兵庫教育大学)

本研究は大学生の社会的スキルが､ 彼らの大学への登校回避感情にどのような効果を持つのかといった問題について検討

するために企図された｡ 本研究においては､ 大学生176名 (男子学生群77名 女子学生群99名) が研究協力者として調査研

究に参加した｡ 社会的スキルの測定のために曽山・本間・谷口 (2004) が開発した測定尺度が用いられた｡ 登校回避感情測

定尺度は､ 渡辺・小石 (2000) により作成された尺度が用いられた｡ 主たる分析結果は以下の通りであった｡ すなわち①集

団参加技能に関していえば､ このスキル得点の上位群は下位群に比べて有意に低くなっていた｡ ②向社会的技能は､ 当該得

点の下位群が他の群の得点より有意に高い得点を示していた｡ ③他者への配慮技能は､ どの群にも有意な差は見られなかっ

た｡

これらの結果について､ 考察が加えられた｡
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問題と目的
小学校・中学校で不登校が大きな問題となって久しい｡

井上・佐藤 (1988) は､ 不登校を ｢家庭の中にも学校の

中にも､ 登校できないようなはっきりした理由がないの

に学校に行こうとしない状態｣ と定義としたが､ 文部科

学省 (2006) によれば ｢不登校とは何らかの心理的､ 情

緒的､ 身体的あるいは社会的要因・背景により､ 登校し

ないあるいはしたくともできない状況にあること (ただ

し病気や経済的な理由による者を除く)｣ と定義されて

いる｡ このように本来は異質であるはずの怠学的不登校

と神経症的な登校拒否が混同されるなど不登校の形態も

様々である｡ さらに､ 子どもを取り巻く社会的状況は変

化しており､ それに応じて不登校の様態も変化すると考

えられる｡ したがって登校拒否を含む不登校全般に対し

て､ 明確な定義をくだすのは難しい｡

社会学的な観点から不登校を検討した森田 (1991) は､

欠席も遅刻・早退も示さない出席生徒にみられる ｢学校

に行くのが嫌だ｣ という気持ちを“登校回避感情”とよ

び､ この学校に行きたくないという登校回避感情を抱き

ながらも欠席せずに学校に通っている児童・生徒が相当

数存在することを報告している｡ また､ 渡辺・小石

(2000) は､ 登校回避感情を有する生徒の特徴である自

尊感情の低さや不安の高さは､ 不登校の生徒に特有であ

るといわれているパーソナリティ特性と類似していると

指摘しており､ このようなことからも登校回避感情の高

い児童・生徒は不登校に陥り易いと考えることができる

だろう｡

そこで本研究では､ 登校しない､ したくてもできない

という不登校を検討するのではなく､ 学校に行きたくな

いという感情を抑制する要因について検討することが問

題を直截的にとらえるには適切と考えられ､ 不登校に対

する予防的対応を考える上でも有意義であると思われる｡

大学における不登校について小柳 (1999) は､ 大学生

の抱える適応の問題として､ 小学校の高学年から対人関

係がうまくいかないと感じ始めるが恥じて親しい他者に

相談できなかったり､ 周囲が理解できなかったりしたた

めに､ この登校にまつわる問題の解決を持ち越して大学

に入学するに至るという､ 対人関係のあり方の影響を指

摘している｡ つまり小学校から大学に至る間､ ほとんど

友人関係もなく学業に専念し､ 辛さに耐えて登校を続け

るが､ 大学に入ると学業に優れているだけでは容易に評

価されず､ このため学業という心の支えが崩れやすく､

緊張による疲労とも相まって大学での不登校が始まると

いう｡

大学においても不登校の学生は相当数に上っている｡

大学は人間関係や生き方が青年から大人へと移行する時

期であるが､ 友達と共有できる話題が少なかったり､ 自

分らしい価値観や､ 臨機応変に対応する柔軟さや知恵が

少なかったりと､ 登校への障壁をうまく乗り越えること

が困難となる｡ したがって対人関係や関心の幅広さが大

学での適応の重要な鍵となる (小柳, 1999)｡ こうした

ことから､ 不登校のきっかけや維持要因として､ 人間関

係や情緒的混乱などの心理的問題が大学生活での適応に

関連していることが理解される｡

ではこのような大学生の心理的な問題の解決のために

は､ どのような取り組みが必要なのであろうか｡ 他者と

適切かつ効果的に人間関係を構築していくための技能で

ある社会的スキルが､ 十分に学習されていない (松永・

岩本, 2008) ということを指摘するまでもなく､ 社会的

スキルの欠如に起因している可能性は高いといえる (橋

本, 2000)｡ したがって､ 大学生の心理的な問題の解決

にあたっては､ 社会的スキルの獲得がその一つの方策で

あると考えることができる｡

ところで大学生の不登校の問題に関して､ 久保

(1995) は､ 大学生の現在の悩みやコンプレックスにお

いて友人関係に関することが全体の25％に上ることや､

悩みの対処法に関しては自分を受容してくれる他者を持

つことや､ 積極的に人間関係を築いていくことで対処す

る者が多く､ 人間関係に悩み､ さらにその悩みを人間関

係の中で解決したり癒したりし､ その中で自分らしさを

感じたり生きていると感じたりしていることが多いと述

べている｡

さらに､ 学校適応に関する予防的援助の方策のひとつ

として､ 社会的スキルからのアプローチを検討した八越・

新井 (2007) は､ 社会的スキルを仲間との相互交渉に必

要なスキルと定義し､ 友人関係､ 社会的スキルそして学

校適応の間には一義的な関係があることを明らかにした｡

すなわち仲間との相互交渉に必要なスキルあれば､ 共感

性が高まり友人関係がうまくいく｡ そして､ 学校へ行き

たいと思う気持ちを促進することができるという｡

もし､ 友人関係のありようが児童・生徒あるいは学生

の学校への登校に影響があるとすれば､ 友人関係と学校

適応の関係を明らかにすることは意義深い (石本・久川・

齊藤・上長・則定・日潟・森口, 2009) といえる｡

相川 (2000) は､ 社会的スキルとは､ 良好な人間関係

を形成し､ 維持していくための具体的な技術やコツの総

称としており､ 社会的スキルの水準が高ければ､ 人間関

係を円滑にすることができると考えられる｡ さらに先に

述べた小柳 (1999) の見解からも､ 学校は集団生活の場

であり､ 他者とコミュニケーションをとることがそこで

の適応に重要であることがいえる｡ これらのことから他

者との関係､ つまり人間関係を円滑にすることができれ

ば､ 学校適応感も増すとも考えられる｡ そして同時に登

校回避感情も軽減することができると考えられる｡

そこで､ 本研究では社会的スキルを､ 他者とのコミュ

ニケーション能力と定義し､ 大学生の友人関係に関する

大学生の社会的スキルと登校回避感情 ��



社会的スキルの水準が､ 大学生の大学への登校感情に及

ぼす影響について検討することを主たる目的とした｡

方法
研究協力者：静岡県下のＡ大学の１､ ２年生176名 (男

子77名 女子99名) が本研究の調査協力者として参加し

た｡

質問紙：友人関係に関する社会的スキルの測定にあたっ

ては､ 曽山・本間・谷口 (2004) が開発した ｢友人関係

に関する社会的スキル尺度 (34項目)｣ が､ 大学生用に

ふさわしい言葉遣いに一部修正したものが使用された｡

｢登校回避感情尺度 (26項目)｣ は､ 渡辺・小石 (2000)

により作成された尺度を､ 大学生用にふさわしい言葉遣

いに一部修正したものが使用された｡ なお､ これら2種

類の尺度に対する反応は､ あてはまる (５点) ～あては

まらない (１点) の５件法により求められた｡

手続き：協力大学での授業のクラス単位に集団場面で質

問紙冊子が配布され､ 各クラスにおいて共通した教示の

もとに実施された｡ なお教示は､ 研究者のひとりによっ

てなされた｡ 調査時期は2009年12月上旬であった｡

結果
友人関係に関する社会的スキル尺度の因子分析結果：大

学生の社会的スキルの特徴を見るために､ 友人関係に関

する社会的スキル尺度34項目に対して､ 有効回答者

(179名) の反応に基づき､ 因子分析 (主因子法―バリマッ

クス回転) が実施された｡ その結果､ 固有値が1�0以上

であることと減衰状況から解釈可能な５因子が抽出され

た｡ このうち､ 第４､ 第５因子に関しては十分な内的整

合性を有していないと判断されたため､ 本研究では､ 第

1～第3因子までが分析の対象となった｡ 各々の因子に含

まれる内容の項目を考慮して､ 第Ⅰ因子は ｢集団への参

加技能｣､ 第Ⅱ因子は ｢向社会的技能｣､ 第Ⅲ因子は ｢他

者への配慮技能｣ と命名された (表１参照)｡

登校回避環境尺度の因子分析結果：大学生の登校回避感

情の特徴を見るために､ 登校回避感情尺度 (26項目) に
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表１ 友人に関する社会的スキル尺度の因子分析結果
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対して､ 有効回答者 (179名) の反応に基づき､ 因子分

析 (主因子法―バリマックス回転) が実施された｡ その

結果､ ３因子が抽出された｡ 各々の因子に含まれる項目

の内容を考慮して第Ⅰ因子は ｢友人への依存｣､ 第Ⅱ因

子は ｢教師への反発｣､ 第Ⅲ因子は ｢学校への反発｣ と

命名された (表２参照)｡

友人関係に関する社会的スキルと登校回避感情の関係：

上述の分析結果に基づき､ 友人関係に関する社会的スキ

ル尺度の３つの下位尺度ごとに､ それぞれの平均値と��

��に基づいて､ 各スキル高得点群 (�群､ 平均得点＋1�

2����以上) とスキル得点低群 (�群､ 平均値－1�2����

未満)､ および中間群 (�群､ �群にも�群とも属さな

い) の３群に分類された｡ 各群の人数及び､ 平均得点､

標準偏差を表３に示した｡ また社会的スキル各下位尺度

別の性と水準別の登校回避感情得点平均と標準偏差は表

4のとおりであった｡ そこで表４に基づき登校回避感情

尺度の各下位尺度得点を従属変数､ 性と友人関係に関す

る社会的スキル尺度の各下位尺度得点水準を独立変数と

する２ (性) ×３ (社会的スキルの各下位尺度得点水準)

の２要因分散分析を行った｡

登校回避感情尺度の ｢友人の拒否｣ 得点を従属変数と

し､ 性と集団への参加技能水準を独立変数とする分散分

析を行ったところ､ 集団への参加技能水準に主効果がみ

られ (�(2�170)	151�56
���01)､ 下位検定 (
����法､ 以下

も同様) の結果､ �群＞�群＞�群 (不等号は５％水準

で有意差があることを示す｡ 以下同様) という関係で有

意差が認められた｡ 次に､ ｢友人の拒否｣ 得点を従属変

数とし､ 性と向社会的技能水準を独立変数とする分散分

析を行ったところ､ 向社会的技能水準に主効果がみられ

(�(2�170)	49�94
���05)､ 下位分析の結果､ �群��群･�

群という関係で有意差が認められた｡ 性の主効果も有意

(�(2�170)	26�71
���05)であり､ 女性より男性の方が有意

に回避的であった｡ なお ｢友人の拒否｣ 得点を従属変数

とし､ 性と他者への配慮技能水準を独立変数とする分散

分析を行ったところ､ 有意な主効果､ 交互作用はみられ

なかった｡

登校回避感情尺度の ｢教師への反発｣ においても同様

の分散分析がされたが､ 主効果､ 交互作用はみられなかっ

た｡

登校回避感情尺度の ｢学校への反発｣ 得点を従属変数

とし､ 性と集団への参加技能水準を独立変数とする分散

分析を行ったところ､ 集団への参加技能の水準に主効果

がみられ (�(2�170)	27�52
���05)､ 下位検定の結果､ �群

＞�群＞�群という関係で有意差が認められた｡ 性に

主効果がみられ (�(2�170)	73�41
���05)､ 女性より男性の

方が有意に高かった｡ 次に､ ｢学校への反発｣ 得点を従

属変数とし､ 性と向社会的技能水準を独立変数とする分

散分析を行ったところ､ 性に主効果がみられ(�(1�170)
	20�24
���05)､ 女性より男性の方が有意に高かった｡

なお ｢学校への反発｣ 得点を従属変数とし､ 性と他者へ

の配慮技能水準を独立変数とする分散分析を行ったとこ

ろ､ 有意な主効果､ 交互作用はみられなかった｡
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表２ 登校回避感情尺度の因子分析結果
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表３ 社会的スキル下位尺度別の性と群の得点平均および�.�.

考察
本研究の分析結果より､ 社会的スキルの下位領域すべ

てが登校回避感情に結びつくのではないが､ いくつかの

下位領域は登校回避感情に結びついていることがわかっ

た｡ つまり社会的スキルの中には登校回避感情に影響を

与えるものがあるということであろう｡

社会的スキルの下位尺度ごとに見ると､ 集団への参加

技能に関していえば､ その高群より低群の方が友人を拒

否し､ さらに学校への反発も高いということが明らかに

なった｡ さらに､ 社会的スキルの因子の向社会的技能の

高群より中群､ 低群の方が友人を拒否しているというこ

とが明らかになった｡ 小柳 (1999) は人間関係が大学生

の大学での適応に関連しているというが､ 上述の結果は

小柳 (1999) の見解を支持するものといえる｡

一方､ 教師への反発という側面に関しては､ 社会的ス

キルのどの因子においても教師への反発得点に有意差は

認められなかった｡ 森田 (2000) は､ 不登校群の生徒は

出席群の生徒に比べて教師とのコミュニケーション回路

の停滞している生徒が総じて多い傾向がうかがえるとし

ているが､ 今回の結果はこの見解を支持するとはいえな

かった｡

その要因としては､ 今回の調査対象が大学生１､ ２年

生であり､ 小・中・高校生に比べて大学の講義以外で教

師と関わることが少ないのが一因と考えられる｡ このこ

とから､ 今後は小・中・高校生を対象として同様の調査

を実施することは不登校生徒への支援を考えるのに有効

であろう｡

社会的スキルの他者への配慮技能は､ どの水準群間に

も登校回避感情得点の有意差は認められなかった｡ 登校

拒否の子どものなかには本来の性格が明るく､ リーダー

シップもあり､ 友人によく配慮できるものもいる｡ たと

えば､ 優等生の自切れタイプとされる児童・生徒がそう

であろう｡ 登校拒否の発現後に生育歴などを分析すると､
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� 25 22.08 3.53


 28 28.64 1.49
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 20 34.50 1.53

� 39 34.13 1.67


 29 22.57 2.50

� 21 23.24 4.01


 28 28.11 0.98
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 20 32.79 1.47
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表４ 社会的スキル下位尺度別の性と群の登校回避感情得点平均及び�.�.
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# 29 24.21 4.47 13.21 3.48 20.93 6.28

$ 25 22.88 6.56 13.64 4.22 18.52 5.46

# 28 19.11 4.56 12.68 3.97 19.29 4.83

$ 35 18.29 5.26 12.29 4.04 17.34 4.33

# 20 16.15 7.20 12.50 4.63 18.45 5.91

$ 39 14.00 3.03 12.92 3.26 16.85 4.58

# 29 22.70 6.17 14.00 3.88 19.70 6.20

$ 21 20.57 7.62 13.33 3.77 16.67 4.22

# 28 18.71 5.60 13.07 3.45 19.11 4.88

$ 39 17.54 5.69 12.82 3.52 17.69 4.93

# 20 18.68 6.19 10.63 3.99 20.53 6.22

$ 39 16.46 4.90 12.69 4.14 17.61 4.86

# 20 22.95 6.79 14.25 3.74 21.10 6.00

$ 35 18.89 7.09 13.00 3.03 17.26 4.22

# 38 20.03 5.47 12.53 3.61 19.84 4.78

$ 30 18.90 5.20 13.20 4.25 18.13 5.04

# 19 17.89 6.20 11.95 4.54 17.89 6.86

$ 34 15.59 4.93 12.47 4.15 17.03 5.01
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彼らは ｢みんなのお手本｣ として期待に応えることに努

力し､ 彼らの内面には心理緊張と過分の自己統制による

精神的疲労が積み重なっていると佐藤 (1996) は報告し

ている｡ 今回の結果からも､ 他者への配慮技能があるか

らといって､ 登校回避感情が軽減されるということはい

えなかった｡ 佐藤 (1996) にしたがうならば､ 他者への

配慮技能は､ むしろ､ その技能を豊かに有している方が

登校拒否に陥りやすいと考えられる｡ この技能が､ 登校

回避感情に影響を及ぼしていないことから､ 登校拒否の

前段階として登校回避感情があるとはいえない｡

以上のことから､ 社会的スキルは全てが登校回避感情

の軽減に効果を有するわけではないということが示唆さ

れた｡ そして､ 登校回避感情を抱いている学生と､ 登校

拒否の学生が抱いている感情は一致するとはいえないと

いうことが示唆された｡ これらのことが､ 児童・生徒に

も同様の結果が得られるかどうかを検討することは､ 今

後の登校拒否問題の解決策や支援策を考える上でも有意

義と思われる｡
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